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五
月 

別
名 

皐
月
（
さ
つ
き
）
、
建
午
月
（
け
ん

ご
げ
つ
）
、
仲
夏
（
ち
ゅ
う
か
）
、
他
に
、
早
苗
月

（
さ
な
え
づ
き
）
、
多
草
月
（
た
そ
う
げ
つ
）
、
薫

風
（
く
ん
ぷ
う
）
、
啓
明
、
開
明
、
鶉
月
（
う
ず
ら

づ
き
）
、
雨
月
（
う
づ
き
）
，
授
雲
月
（
じ
ゅ
う
ん

げ
つ
）
な
ど 

 
 
 

草
山
吹
（
ク
サ
ヤ
マ
ブ
キ
）
（
赤
城
自
然
園
） 

 
 
 
 

 

『
五
月
の
花
』 

躑
躅
（
つ
つ
じ
）
栴
檀
（
せ
ん
だ
ん
）
水
芭
蕉

（
み
ず
ば
し
ょ
う
）
あ
や
め
、
杜
若
（
か
き
つ
ば

た
）
甘
野
老
（
あ
ま
ど
こ
ろ
）
鈴
蘭
（
す
ず
ら

ん
）
碇
草
（
い
か
り
そ
う
）
赤
詰
草
（
あ
か
つ
め

ぐ
さ
）
白
詰
草
（
し
ろ
つ
め
ぐ
さ
）
浜
昼
顔
、
牡

丹
、
藤
、
芍
薬
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
な
ど 

 
 

 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
河
出
書
房 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

      

『五
月
の
言
葉
』 

わ
れ
は
わ
が
目
を
、
造
化
と
聖
書
と
に
現
れ
た
る
神
の

栄
光
を
見
る
た
め
に
用
い
ん
か
な
。
わ
れ
は
わ
が
耳

を
、
わ
が
同
胞
の
悲
痛
の
声
を
聞
く
た
め
に
用
い
ん
か

な
。
わ
れ
は
わ
が
手
を
、
神
の
慈
愛
を
わ
が
隣
人
に
分

か
つ
た
め
に
用
い
ん
か
な
。
わ
れ
は
わ
が
足
を
、
神
の
喜

ば
し
き
音
信
（
お
と
ず
れ
）を
広
く
こ
の
土
（ど
）に
伝

う
る
た
め
に
用
い
ん
か
な
。
か
く
て
わ
が
全
体
は
う
る

わ
し
き
神
の
器
と
な
り
て
、
真
理
と
歓
喜
と
は
永
久
に

わ
が
も
の
と
な
る
に
至
ら
ん
。 

内
村
鑑
三
著
「続
一
日
一
生
」
４
月
、
冒
頭 

令和 3年 5月（214）

（207）

（（（No2011

）  

 
医院だより  

目
次 

１ 

五
月
の
花
、
五
月
の
言
葉 

 
   

 

２ 

五
月
の
暦
、
お
知
ら
せ
、 

 
     

３ 

発
熱
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
・
埼
玉
） 

 
 
 
 
 
 

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン 

４ 

診
療
心
得
、 

詩
、 

け
ん
こ
う
（
１
３
８
） 

 

７ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
１
８
４
） 
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 『
五
月
の
暦
』 

一  
日 

八
十
八
夜
、
メ
ー
デ
ー 

立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
日
目
ご
ろ

は
茶
摘
み
時
で
す
。
「
八
十
八
夜
の

別
れ
霜
」
は
、
こ
の
日
か
ら
後
は
夜

霜
が
降
り
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く

霜
害
の
心
配
が
な
く
な
る
と
い
う
意

味
。
こ
の
時
期
に
霜
の
降
り
な
か
っ

た
新
芽
茶
は 

「
新
茶
」
と
呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
ま
す
。 

メ
ー
デ
ー
は
労
働
者
の
お
祭
り
で

す
。
国
際
的
に
は
１
８
８
９
年 

（
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
百
年
）
に
決
定
、

日
本
で
は
大
正
９
年
か
ら
昭
和
１
３

年
ま
で
、
戦
後
、
昭
和
２
１
年
か
ら

再
開
し
た
。 

三 

日 

憲
法
記
念
日
（
昭
和
二
十
二
年
の 

こ
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
） 

四 

日 

み
ど
り
の
日 

五 

日 

こ
ど
も
の
日
、
立
夏 

八 

日 

世
界
赤
十
字
デ
ー 

九 

日 

母
の
日
、
母
へ
の
感
謝
の
気
持
を 

表
そ
う
と
い
う
日
で
す
。 

十 

日 

愛
鳥
週
間 

十
一
日 

長
良
川
鵜
飼
開
き
、 

朔
太
郎
忌
（
昭
和
１
７
年
） 

十
二
日 

看
護
の
日 

十
四
日 

出
雲
大
社
例
祭
、
伊
豆
下
田
黒
船
祭 

十
五
日 

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日
、
京
都
葵
祭 

二
十
一
日 

親
鸞
聖
人
誕
生
会 

二
十
七
日 

日
本
海
海
戦
（
１
９
０
５
年
） 

二
十
九
日  

こ
ん
に
ゃ
く
の
日
、
晶
子
忌
（
昭
和

１
７
年
） 

三
十
一
日  

世
界
禁
煙
デ
ー 

  

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『
今
日
は
何
の
日 

か
？
』（講
談
社
） 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･
治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ
（、
現
在
は
休
止
）  

○
肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇
発
熱
対
応 

四
月
以
降
も 

五
、
の
発
熱
外
来
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

三
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て

お
り
ま
す
が
、
救
急
の
人
や
重
症
な
患
者
さ
ん

が
多
く
、
全
員
の
予
約
制
は
取
れ
な
い
の
が
現

状
で
す
。 

ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に
は 

１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

前
日
ま
で
の
診
療
時
間
内
に
来
院
さ
れ
る
か
電
話

で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
も
重

症
者
の
処
置
な
ど
で
予
約
時
間
内
に
診
察
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

四
、
七
月
四
日
、
八
月
二
十
九
日
は
当
番
医
で
す
。 

９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。 

五
、
発
熱
外
来 

４
月
以
降
も
継
続 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

と
分
け
て
（
動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が

必
要
な
た
め
以
下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。  

 
 

 

・ 

発
熱
外
来
は
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す 

 
 

・  
 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い

た
だ
き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く

だ
さ
い
。 
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医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 

発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の

通
り
で
す
。 

原
則
と
し
て
か
か
り
つ
け
の
方
の
み
と
な
り
ま

す
。 

  
 

                   

か
か
り
つ
け
で
は
な
い
方
は
相
談
セ
ン
タ
ー
に
絡 

し
て
く
だ
さ
い
。 

    

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
   

         
 
 
 
 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

予約受付時間 午前 午後 

月、火、水、金 8:30-12：00 17:00-18:00 

木、土 8：30-11：00 なし 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6113，6114 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

月 持病の薬と歯科治療 

火 ５０肩の知識 

水 口臭の悩み 

木 夏に悪化する皮膚病 

金 どうする？埋まっている親知らず 

土日 乳がん対策-自分でできること、知っておくこと- 

http://www.raijin.com/kenko/
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 健
康
管
理
の
処
方
箋 

 

日
野
原
重
明 

 

日
本
で
は
、
薬
を
処
方
し
て
も
ら
う
こ
と
な
し

に
は
、
患
者
は
医
者
に
か
か
っ
た
よ
う
な
気
が

せ
ず
、
医
師
の
側
で
も
、
診
察
す
れ
ば
、
投
薬

と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
何
ら
か
の
薬
を
患
者
の

口
や
血
管
内
に
投
げ
込
む
習
慣
が
つ
い
て
き

た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
生
活
習
慣
や
仕
事

量
の
処
方
箋
が
ど
れ
だ
け
医
師
か
ら
患
者
に

伝
え
ら
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

日
野
原
重
明
著
「い
の
ち
の
言
葉
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

木
の
実 

 
 
 

 
 
 

 

茨
木
の
り
子 

 

高
い
梢
に 

青
い
大
き
な
果
実
が 

ひ
と
つ 

現
地
の
若
者
は 

す
る
す
る
登
り 

手
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
転
り
落
ち
た 

木
の
実
と
見
え
た
の
は 

苔
む
し
た
一
個
の
髑
髏
（
ど
く
ろ
）で
あ
る 

 

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島 

二
十
六
年
の
歳
月 

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
ち
っ
ぽ
け
な
木
の
枝
は 

戦
死
し
た
日
本
兵
の
ど
く
ろ
を 

は
ず
み
で 

ち
ょ
い
と
引
掛
け
て 

そ
れ
が
眼
窩
で
あ
っ
た
か 

 

鼻
腔
で
あ
っ
た
か
は
し
ら
ず 

 
 

 

若
く
逞
し
い
一
本
の
木
に 

 
 

 

ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
て
い
っ
た
の
だ 

 
 

 
 

 
 

 

生
前 

 
 

 

こ
の
頭
を 

 
 

 

か
け
が
え
な
く 

い
と
お
し
い
も
の
と
し
て 

 
 

 

掻
抱
い
た
女
が 

き
っ
と
居
た
に
違
い
な
い 

  
 

 

小
さ
な
顳
顬
（こ
め
か
み
）
の
ひ
よ
め
き
を 

 
 

 

じ
っ
と
視
て
い
た
の
は
ど
ん
な
母 

 

 
 

 

こ
の
髪
に
指
か
ら
ま
せ
て 

 
 

 

や
さ
し
く
引
き
寄
せ
た
の
は
ど
ん
な
女
（ひ
と
） 

 
 

 

も
し 

そ
れ
が 

わ
た
し
だ
っ
た
ら
・・・・・・ 

  
 

 

絶
句
し 

そ
の
ま
ま
一
年
の
歳
月
は
流
れ
た 

 
 

 

ふ
た
た
び
草
稿
を
と
り
出
し
て 

嵌
め
る
べ
き
終
行 

見
出
せ
ず 

さ
ら
に
幾
年
か
が 

逝
く 

 

も
し 

そ
れ
が 

わ
た
し
だ
っ
た
ら 

に
続
く
一
行
を 

遂
に
立
た
せ
ら
れ
な
い
ま
ま 

  

花
神
社 

茨
木
の
り
子
詩
集
「自
分
の
感
受
性
く
ら
い
」 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

サ
ク
ラ
ソ
ウ 
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 け
ん
こ
う 

（百
三
十
七
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（１
１
） 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省

武
漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染

が
広
が
り
、
も
う
１
年
経
ち
ま
し
た
。
世
界

中
で
も
身
の
回
り
で
も
こ
れ
ま
で
の
生
活
が

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

２ 

経
過
（日
本
政
府
の
措
置
と
患
者
数
の
変

化
） 

２
０
２
０
年
４
月
７
日
に
発
令
さ
れ
た
政

府
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
感
染
者
数
が

減
少
し
た
が
、
５
月
２
５
日
を
も
っ
て
全

て
の
都
道
府
県
で
解
除
さ
れ
た
あ
と
東
京

中
心
に
再
度
感
染
者
が
増
加
し
、
日
本
各

地
で
も
増
加
す
る
一
方
だ
っ
た
。 

 
 

３ 

緊
急
事
態
宣
言 

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
９
月
１
６
日
に
安
倍

晋
三
は
健
康
理
由
で
退
陣
、
官
房
長
官
だ
っ

た
菅 

義
偉
が
第
９
９
代
内
閣
総
理
大
臣
と

な
っ
た
。
内
閣
は
よ
う
や
く
２
０
２
１
年
１

月
７
日
、
４
都
県
（
東
京
、
千
葉
、
埼

玉
、
神
奈
川
）
に
限
り
、
緊
急
事
態
宣
言

を
出
し
、
さ
ら
に
１
月
１
３
日
、
大
阪
府

を
は
じ
め
と
す
る
７
府
県
を
追
加
発
令
し

た
。
内
容
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
し
た
飲

食
店
に
午
後
８
時
ま
で
の
営
業
時
間
短
縮
を

要
請
し
、
応
じ
な
い
場
合
は
施
設
名
を
公
表

で
き
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
３
月
２
１
日

ま
で
の
延
長
を
し
た
も
の
の
、
解
除
後
も
患

者
数
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

や
ま
ぶ
き 

花
弁
は
５
枚
，
草
山
吹
は
４
枚  

そ
の
後
も
増
え
続
け
る
発
症
に
対
し
て
、

よ
う
や
く
、
４
月
２
５
日
か
ら
４
都
府
県

（東
京
、
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
）に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
（昨
年
４

月
、
今
年
の
１
月
に
次
い
で
３
回
目
）。
経

済
活
動
の
抑
制
を
懸
念
し
て
３
月
２
１

日
で
打
ち
切
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
今

回
の
規
制
が
五
月
連
休
を
巻
き
込
む
こ

と
に
な
り
、
か
え
っ
て
消
費
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

皮
肉
さ
で
、
こ
の
時
の
判
断
の
責
任
は
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
。 

判
断
の
誤
り
で
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
生
命

と
生
活
が
被
害
を
被
っ
た
か
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
恐
れ
て
い
た
通
り
、
長
引
く
規

制
と
効
果
の
な
さ
に
、
耐
え
る
こ
と
に
な

れ
な
い
国
民
性
は
町
に
観
光
地
に
あ
ふ

れ
一
年
前
の
規
制
の
時
の
よ
う
な
効
果

を
認
め
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
力
づ
く
の
規
制
が
な
け
れ
ば
自
制
が

取
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
民
衆
を
圧
迫
す

る
制
度
を
望
む
の
で
す
か
？ 
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４ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

 
 

（死
亡
者
数
） 

（５
月
４
日
現
在
） 

世
界  

１
億
５
３
５
５
万
１
４
５
８
人   

 
 
 

 
 
 

 
 

（
３
２
１
万
３
５
９
４
人
） 

 
 
     

米
国 

  
３
２
４
７
万
１
５
６
２
人 

（５
７
万
７
５
２
２
人
） 

イ
ン
ド  

２
０
２
８
万
２
８
３
３
人 

（２
２
万
２
４
０
８
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル 

１
４
７
７
万
９
５
２
９
人 

（４
０
万
８
６
２
２
人
） 

日  

本     

６
１
万
３
５
３
０
人 

（１
万
０
４
８
７
人
） 

東
京
都 

１
４
万
１
７
１
３
人
（１
８
９
８
人
） 

大
阪
府 

 

８
万
４
３
５
１
人
（１
５
３
２
人
） 

埼
玉
県 

 

３
万
８
５
２
２
人 

（７
４
６
人
） 

群
馬
県 

 
  

６
２
３
６
人
（１
０
４
人
） 

 
 
 
 
 
 

   

前
橋
市     

７
２
３
人
（７
人
）   

高
崎
市 

 
 
 

６
０
４
人
（６
人
） 

藤
岡
市 

 
 
 

１
３
１
人
（０
人
） 

伊
勢
崎
市 

１
０
４
４
人
（７
人
） 

  

５
．
個
人
で
や
れ
る
予
防 

個
人
が
や
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を
基
本

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
の

問
題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と
と
周
囲
に
い
る

弱
者
へ
の
援
助
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

６
．
医
院
と
し
て
の
対
応 

①
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診
な
ど
で 

 
 

内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策 

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

 

当
院
で
の
今
季
受
診
者
は
ゼ
ロ
で
す
。 

③
一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い 

 
 

た
め
の
対
策 

例 
 

・
発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

・
診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の
診 

 

療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処
方
箋
な 

 

 

ど
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の 

 

患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診
察
・
処
方
箋 

 

発
行
も
あ
り
ま
す
。
（
２
月
か
ら
徒
歩
や 

 

タ
ク
シ
ー
で
来
ら
れ
た
方
用
の
テ
ン
ト
を 

 

ご
用
意
し
ま
す
。
定
員
は
１
名
で
す
） 

・
軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、
２ 

 

日
間
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な
い
、
ま
た 

 

は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
来
院 

 

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、
指 

 

示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

・
家
ま
た
は
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

・
可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く
だ 

 

さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関
扉
の 

 

左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
ご
利 

 

用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下
さ
い
。 

・
そ
の
他 

７
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
．
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障

害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状

が
続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る

方
法 
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ア 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と

き) 

 
 

イ 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機

し
て
い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
五
の
発
熱
外
来
の

記
事
参
照) 

８ 

医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的

に
は
院
外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪

症
状
の
あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇
院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関

に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳

や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ

ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や

鼻
を
お
さ
え
る
こ
と
）
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
（
赤
城
自
然
園
） 

     
 

       

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
八
十
四
） 

  

試
み 

 

◇
初
冬
、
午
後
４
時
す
ぎ
と
も
な
る
と
医
院
の
中
は
も

う
ま
っ
暗
。
午
後
の
診
療
が
な
い
木
曜
日
、
昼
過
ぎ

か
ら
ず
っ
と
内
視
鏡
洗
浄
機
の
水
漏
れ
の
修
理
を
、

サ
ー
ビ
ス
の
人
が
一
人
で
や
っ
て
い
た
。 

◆
一
緒
に
見
て
欲
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
電
話
で
呼
ば

れ
、
漏
れ
の
原
因
の
説
明
な
ど
聞
い
て
い
る
時
だ
っ

た
。
真
っ
暗
な
待
合
室
の
方
か
ら
大
声
が
し
た
。 

 
 

行
っ
て
み
る
と
、
以
前
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
男
性

が
大
声
で
、 

「チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
手
を
切
っ
た
、
見
て
く
れ
」 

 
 

と
、
暗
闇
の
中
で
叫
ん
で
い
る
。 

こ
ち
ら
も
内
視
鏡
洗
浄
機
の
修
理
中
で
す
ぐ
に
手

が
離
せ
な
い
、
傷
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
傷
と
い
う
と
大

掛
か
り
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
看
護
師
も
家
か
ら

呼
ぶ
と
、
治
療
に
取
り
掛
か
る
の
は
１
時
間
も
先
に

と
な
る
。
そ
れ
な
ら
救
急
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

行
っ
て
も
ら
え
な
い
か
、
と
話
す
が
、
難
聴
が
あ
り
、

目
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
聞
こ
え
て

い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。 

◇
玄
関
の
方
か
ら
闇
を
す
か
し
て
み
る
と
、
乗
り
つ
け

た
車
が
見
え
る
。
本
人
に
と
っ
て
は
待
合
室
は
真
っ

暗
だ
が
、
奥
の
方
に
明
か
り
が
見
え
た
、
そ
し
て
ち
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ょ
う
ど
医
者
が
い
た
、
良
か
っ
た
、
と
思
っ
て
い
た

矢
先
、
診
れ
な
い
か
ら
救
急
へ
行
け
、
と
言
わ
れ

た
か
ら
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
人
の
と
こ
ろ

に
戻
っ
た
が
、
顔
の
表
情
が
変
わ
っ
て
い
て
、 

◆
「わ
か
り
ま
し
た
」 

 

と
言
っ
て
、
す
た
す
た
と
玄
関
の
方
へ
歩
い
て
い

き
、
車
に
乗
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
外
の
闇
よ
り

も
暗
い
気
持
ち
が
私
に
残
っ
た
。 

◇
２
か
月
後
く
ら
い
に
、
再
来
さ
れ
た
。
傷
の
こ
と

を
尋
ね
る
と 

「話
す
必
要
は
な
い
」 

と
い
う
ふ
う
に
手
を
横
に
振
っ
て
、 

「い
つ
も
の
薬
」 

と
い
う
。
結
局
、
紹
介
状
を
書
い
て
く
れ
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。 

◆
こ
う
い
う
態
度
を
と
ら
れ
て
も
、
ま
ず
無
理
は
な

い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
・・・と
こ
ち
ら

も
い
く
つ
か
大
変
だ
っ
た
理
由
を
挙
げ
て
自
分
に

言
い
訳
を
し
て
み
た
の
だ
が
、
ほ
か
に
絶
対
や
り

よ
う
が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
無
か
っ
た
な
と
思
っ

た
。 

そ
の
と
き
「あ
」と
思
っ
た
。 

 
 
 

こ
れ
は
試
み
で
は
な
か
っ
た
か
？  

・・・「の
ろ
わ
れ
た
者
ど
も
、
わ
た
し
か
ら
離
れ
、
悪

魔
と
そ
の
使
い
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
永
遠
の
火
に

入
れ
。 

 
 

お
前
た
ち
は
私
が
空
腹
で
あ
っ
た
時
に
食
べ
物
を
く

れ
ず
、
渇
い
て
い
た
と
き
に
飲
ま
せ
ず
、 

 
 

わ
た
し
が
旅
人
で
あ
っ
た
時
に
宿
を
貸
さ
ず
、
裸
の

時
に
服
を
着
せ
ず
、
病
気
の
時
や
牢
に
い
た
と
き
に

訪
ね
て
く
れ
な
か
っ
た
。 

 
 

す
る
と
、
彼
ら
も
答
え
ま
す
。 

「主
よ
。
い
つ
私
た
ち
は
、
あ
な
た
が
空
腹
で
あ
っ
た

り
、
渇
い
て
い
た
り
、
旅
人
で
あ
っ
た
り
、
裸
で
い
た

り
、
病
気
を
し
て
い
た
り
、
牢
に
お
ら
れ
た
り
す
る

の
を
見
て
、
お
世
話
を
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」 

 
 

す
る
と
、
王
は
彼
ら
に
答
え
ま
す
。 

「ま
こ
と
に
、
お
ま
え
た
ち
に
言
う
。
お
ま
え
た
ち
が

こ
の
最
も
小
さ
い
者
た
ち
の
一
人
に
し
な
か
っ
た
の

は
、
わ
た
し
に
し
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
て
、
こ
の

者
た
ち
は
永
遠
の
刑
罰
に
入
り
、
正
し
い
人
た
ち
は

永
遠
の
い
の
ち
に
入
る
の
で
す
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
タ
イ
２
５
．41

-4
6

 

 

◇
や
れ
ば
よ
か
っ
た
こ
と
を
、
や
ら
な
か
っ
た
と
き
、
や

れ
な
か
っ
た
言
い
訳
を
、
盛
ん
に
考
え
る
。
そ
れ
は

当
の
相
手
だ
け
へ
の
言
い
訳
で
は
な
く
、
実
は
自
分

が
信
じ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
「主
な
る
存
在
＝
神
、

仏
な
ど
」ま
で
た
ぶ
ら
か
そ
う
と
い
ろ
い
ろ
考
え
を 

 

 

巡
ら
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
も
信
じ
る
神
へ  

 

の
冒
涜
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で 

 

あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

シ
ャ
ク
ナ
ゲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

血
族 

 

◆
私
の
す
ぐ
上
の
兄
、
三
兄
は
七
年
前
に
死
ん 

だ
。
こ
の
兄
の
葬
儀
の
後
、
三
兄
が
一
番
信
頼
し

て
い
た
二
兄
が
わ
た
し
に
ぼ
そ
り
と
語
っ
て
く
れ

た
。 

二
兄
が
見
舞
い
に
行
っ
た
と
き
、
痩
せ
た
顔
が
長

兄
に
似
て
い
た
の
で
、 
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「あ
あ
、
お
前
も
年
を
取
っ
た
ら
○
○
兄
に
似 

て
き
た
な
あ
」 

 
 

と
い
っ
た
ら
、
三
兄
は
に
こ
り
と
し
て
、 

 
 

「俺
も
、
似
て
き
た
か
。
俺
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら 

兄
弟
に
似
て
い
な
い
、
似
て
い
な
い
と
い
わ
れ 

て
育
っ
て
き
た
た
め
、
自
分
だ
け
は
本
当
に
、 

捨
て
子
な
の
か
も
知
れ
な
い
し
，
そ
う
で
な
け 

れ
ば
ど
こ
か
か
ら
、
も
ら
わ
れ
て
き
た
子
だ
っ 

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ず
ー
っ
と
そ
う
思
っ
て 

暮
ら
し
て
き
た
、
俺
も
兄
貴
に
似
て
い
る
と
い 

わ
れ
る
ん
だ
か
ら
、
じ
ゃ
あ
本
当
に
兄
弟
だ
っ 

た
ん
だ
な
」と
。 

 

◆
私
は
、
弟
と
は
い
え
、
一
番
長
く
近
く
で
暮
ら 

 
 

 

し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
悩
み
が
あ
っ
た 

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
な
ん
と
迂
闊
だ
っ
た 

ん
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。 

◇
三
兄
が
小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ
、
猫
車
（木
製 

の
小
型
の
荷
車
）に
、
村
の
子
供
た
ち
を
三
、

四
人
載
せ
て
猫
車
を
引
い
て
村
中
を
ガ
ラ
ガ

ラ
と
走
り
回
っ
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
、
通
り
か

か
っ
た
大
人
が
、 

「お
前
は
ど
こ
の
子
だ
？
」 

と
聞
い
て
き
た
の
で 

「秋
山
だ
」 

 

と
い
っ
た
ら
、
そ
の
大
人
、 

 
 

「い
や
、
お
前
は
秋
山
の
顔
で
は
な
い
、
絶
対 

 
 

 

に
違
う
」 

と
決
め
つ
け
る
よ
う
に
強
く
言
わ
れ
、
兄
は

家
に
帰
っ
て
き
て
そ
の
こ
と
を
母
に
告
げ
た

と
い
う
。 

 
 

 

◇
母
は
、
誰
が
言
っ
た
の
か
と
尋
ね
た
が
、
子
供

の
こ
と
ゆ
え
誰
と
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

兄
の
心
の
中
で
は
６
０
年
間
も
、
死
ぬ
間
際

ま
で
「も
し
か
し
て
・・・」と
い
う
疑
問
と
な
っ

て
わ
だ
か
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

◆
子
供
の
こ
ろ
の
大
人
の
心
な
い
一
言
が
、
こ
ん

な
に
も
長
い
間
、
兄
の
心
に
重
荷
を
お
わ
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
、
私
は
今
に
な

っ
て
腹
が
立
ち
、
よ
く
も
無
神
経
な
こ
と
を

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
え
、
と
詰
め
寄
り
た
く

な
る
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。 

 
 

 
◇ 
兄
に
は
時
に
ず
い
ぶ
ん
投
げ
や
り
に
な
る
一

面
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
あ
る
い

は
こ
の
こ
と
が
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。 

 
 

 

◆
血
の
も
ろ
さ
、
頼
り
な
さ
を
い
や
と
い
う
ほ
ど

見
て
き
た
も
の
に
と
っ
て
、
た
と
い
私
が
真

の
兄
弟
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
信
頼
の
気

持
ち
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
よ
、
と
生
き
て

い
る
う
ち
に
伝
え
て
上
げ
ら
れ
て
い
た
ら
と

思
っ
た
。 

 
 

 
 

◇
兄
は
猫
車
を
熱
心
に
引
い
た
せ
い
か
、
一
時

的
に
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
手
術
せ
ず
に
治
っ
た
。 

                   
 

 
 

 
 

ダ
ビ
デ
の
星 
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シ
ャ
ク
ナ
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シ
ラ
ネ
ア
オ
イ 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

サ
ク
ラ
ソ
ウ 

 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ
ン
カ
チ
ノ
キ 

 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

デ
ー
ジ
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